
⑨　おおさき議会だより

　

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
の

進
行
は
町
民
の
誰
も
が
危
惧

し
て
い
る
。
手
を
こ
ま
ね
い

て
い
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

過
疎
化
対
策
の
一
環
と
し
て

若
い
人
に
一
人
で
も
多
く
定

住
し
て
も
ら
う
た
め
に
住
宅

政
策
は
重
要
な
こ
と
だ
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

町　

長

　

定
住
促
進
策
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
十
分
認
識
し
て

い
る
。
民
間
資
本
に
よ
る
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
（
グ
ラ
ン
ス

テ
ラ
大
崎
）
等
、
既
存
の
町

有
地
と
民
間
活
力
を
活
か
す

手
法
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
は
、
企
業
及
び
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
創
出
が
定
住

化
を
促
す
と
い
う
考
え
に
沿

い
、
民
間
活
力
を
引
き
出
せ

る
よ
う
な
手
法
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

岩
田
議
員

　

当
地
域
は
国
道
２
６
９
号

線
が
通
っ
て
お
り
、
野
方
支

所
を
中
心
に
交
通
の
便
、
教

育
環
境
も
良
く
、
生
活
の
場

と
し
て
諸
条
件
は
整
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
農
振
地
域
や

地
価
等
の
問
題
で
適
正
な
宅

地
が
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
対
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町　

長

　

野
方
地
区
に
お
い
て
は
、

国
道
よ
り
南
側
を
中
心
に
民

間
に
よ
る
借
家
や
土
地
の
分

譲
が
行
わ
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
民
間
が
経
営
す
る
部
分

と
行
政
が
施
策
し
実
施
す
る

部
分
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

岩
田
議
員

　

両
土
地
と
も
長
年
何
も
利

用
さ
れ
て
い
な
い
。
住
宅
地

と
し
て
考
え
て
い
な
い
か
。

定
住
対
策
と
し
て
早
急
に
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

町　

長

　

町
営
住
宅
空
き
地
に
つ
い

て
は
、
生
活
の
利
便
性
が
高

い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
定

住
促
進
策
と
し
て
土
地
の
売

却
、貸
付
等
を
考
え
て
い
る
。

家
畜
検
査
場
跡
地
は
企
業
誘

致
と
し
て
考
え
て
お
り
、
何

年
度
と
は
い
え
な
い
が
、
早

急
に
取
り
組
む
。

岩
田
議
員

　

平
成
16
年
度
以
来
、
新
規

採
用
を
し
て
い
な
い
。
行

財
政
改
革
等
に
よ
る
人
件
費

の
削
減
等
が
大
き
な
要
因
だ

と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
地

方
公
務
員
を
目
指
し
、
町
の

た
め
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
若
者
は
た
く
さ

ん
い
る
と
思
う
。
今
後
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

町　

長

　

こ
こ
数
年
は
採
用
を
控
え

て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
財

政
の
問
題
、
国
が
定
め
た
地

方
公
務
員
数
の
削
減
方
針
等

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平

成
20
年
度
は
採
用
試
験
を
実

施
す
る
。

　　

岩田　秀一 議員

野
方
地
区
の住

宅
政
策
は

平
成
20
年
度
は

採
用
試
験
を

若者の定住を促進する住宅政策にどう取り組むか
重要な課題であり優先して取り組む

民
間
活
力
を

引
き
出
す
手
法
で

前
者
は
住
宅
地
、

　

後
者
は

企
業
誘
致
と
し
て

民
間
と
行
政
施
策
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

町
営
住
宅
の
空
き
地
と

家
畜
検
査
場
跡
地
の

利
用
は

野方小学校に隣接する町営住宅跡地

職
員
の
採
用
は


